
一
江
戸
医
学
館
の
巨
峰
多
紀
元
堅
矢
数
道
明

一
多
紀
元
堅
の
著
述
真
柳
誠
・
郭
秀
梅

一
多
紀
元
堅
の
墨
跡
町
泉
寿
郎
・
小
曽
戸
洋

十
一
月
例
会
平
成
七
年
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
尾
張
藩
の
薬
園
図
に
つ
い
て
遠
藤
正
治

一
ビ
デ
オ
供
覧
『
リ
デ
ル
と
ラ
イ
ト
」

十
二
月
例
会
平
成
七
年
十
二
月
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
一
階
教
室

一
不
潔
の
水
を
善
水
に
す
る
法

ｌ
ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
法
は
正
し
い
か
中
西
淳
朗

一
放
射
線
医
学
一
○
○
年

ｌ
Ｘ
線
発
見
か
ら
放
射
性
医
薬
品
ま
で
山
田
光
男

一
藤
浪
鑑
先
生
の
医
史
学
的
検
証

ｌ
藤
浪
肉
腫
・
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
杉
立
義
一

十
月
例
会
平
成
七
年
十
月
二
十
八
日
（
土
）城

官
寺
（
東
京
都
北
区
上
中
里
）

多
紀
元
堅
生
誕
二
○
○
年
記
念
講
演
会

い
わ
ゆ
る
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
（
日
本
医
史
学
雑
誌
・
復
刻
版
第
一
七

巻
附
録
・
昭
和
一
九
年
・
恩
文
閣
出
版
）
か
ら
、
介
抱
女
の
記
事
を
抽
出
し

そ
の
実
態
に
つ
い
て
研
究
し
以
下
の
結
果
を
え
た
。

一
、
開
院
当
初
に
薩
摩
、
伊
州
両
藩
の
入
院
負
傷
兵
八
人
に
対
し
、

雇
入
れ
た
介
抱
女
は
五
十
才
以
上
の
老
女
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
昼
夜
つ

づ
け
て
の
勤
務
は
き
つ
い
の
で
増
員
を
要
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
人

雇
入
れ
の
予
定
が
十
一
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

介
抱
女
の
雇
入
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
閨
四
月
二
十
日
の
記
事
以
外

は
全
く
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

二
、
介
抱
女
の
給
与
は
、
他
の
職
員
よ
り
高
く
、
肉
体
労
働
が
一
応

認
め
ら
れ
た
形
で
あ
っ
た
が
、
九
週
間
も
た
つ
と
病
院
運
営
費
に
困
り
、

賃
金
の
引
下
げ
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
一
日
銀
一
五
匁
（
二
朱
Ⅱ
五

百
文
Ⅱ
約
七
千
五
百
円
）
が
支
払
わ
れ
た
。

小
役
人
は
一
日
銀
六
匁
で
あ
っ
た
。

三
、
介
抱
女
へ
の
金
の
支
払
い
は
、
賄
方
で
行
っ
た
よ
う
で
、
八
月

二
十
六
日
の
記
事
に
〃
賄
方
が
発
行
す
る
木
札
の
裏
に
会
計
判
据
る
〃

横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女

例
会
抄
録

中

西

､吉
《子

朗
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と
あ
り
、
水
夫
や
料
理
人
も
同
じ
方
法
で
支
払
い
を
う
け
て
い
る
。

四
、
横
浜
軍
陣
病
院
で
は
、
諸
賄
に
当
っ
て
い
る
伊
勢
屋
伝
次
郎
、

伊
勢
屋
藤
兵
衛
（
共
に
口
入
れ
屋
ら
し
い
）
の
手
で
雇
入
れ
ら
れ
た
介
抱

女
の
外
、
各
藩
が
自
前
で
直
接
つ
れ
て
来
た
介
抱
女
が
い
た
。
し
か
し

各
藩
の
介
抱
女
に
つ
い
て
は
、
年
令
制
限
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

五
、
開
院
七
週
に
し
て
病
院
御
使
番
は
、
「
決
し
て
張
り
が
ま
し
き
儀

こ
れ
な
き
よ
う
心
得
ら
る
べ
く
候
」
と
い
う
達
を
出
し
て
い
る
。
そ
し

て
十
月
に
は
、
「
不
埒
の
次
第
こ
れ
あ
り
。
退
院
取
計
」
と
命
ぜ
ら
れ
た

兵
士
ま
で
出
た
。
即
ち
、
セ
ッ
ク
ス
が
か
ら
ん
だ
事
件
が
あ
っ
た
点
か

ら
考
え
る
と
、
各
藩
が
自
前
で
連
れ
て
来
た
介
抱
女
の
中
に
は
若
い
女

性
も
い
た
の
で
は
な
い
か
。
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
の
報
告
に
よ
る
と
、
越
後

戦
線
で
は
介
抱
女
は
若
い
女
性
で
、
妊
娠
事
件
ま
で
出
て
い
る
。

六
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
横
浜
軍
陣
病
院
閉
鎖
後
、
東

京
病
院
が
十
一
月
に
規
則
改
正
し
た
際
、
看
病
婦
（
九
月
頃
よ
り
呼
び
名

変
る
）
は
四
十
才
以
上
と
し
て
労
働
能
力
を
た
か
め
、
一
方
、
四
十
才
以

下
の
女
性
の
出
入
り
を
禁
止
し
た
。

七
、
仙
台
の
聖
和
学
園
短
大
の
柳
谷
慶
子
講
師
が
研
究
さ
れ
て
い
る

〃
武
士
社
会
の
中
の
看
病
断
（
か
ん
び
ょ
う
こ
と
わ
り
）
〃
と
い
う
制
度
に

つ
い
て
紹
介
し
、
横
浜
病
院
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
「
家
来
を
つ
れ
た

藩
公
用
の
介
抱
之
者
と
い
う
武
士
」
が
も
つ
役
割
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
た
。
（
指
揮
役
か
）

八
、
七
月
二
十
日
以
後
に
横
浜
軍
陣
病
院
の
本
営
と
な
っ
た
東
京
府

大
病
院
で
は
「
規
則
」
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
看
病
人
は
投
薬
、

起
臥
、
飲
食
、
着
が
え
等
の
手
伝
い
が
仕
事
の
主
内
容
で
あ
り
、
看
病

女
は
加
え
て
洗
濯
の
作
業
が
あ
っ
た
。
横
浜
で
も
同
様
の
扱
い
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

九
、
今
回
の
研
究
に
よ
っ
て
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
の
実
態
が

か
な
り
明
ら
か
と
な
り
、
〃
わ
が
国
に
お
け
る
職
業
と
し
て
の
看
護
婦
の

最
初
″
と
位
置
づ
け
る
説
を
否
定
す
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
平
成
八
年
九
月
例
会
）

「
大
同
類
聚
方
」
は
、
桓
武
天
皇
の
遺
命
に
よ
っ
て
、
大
同
三
年
（
八

○
八
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
わ
が
国
最
古
の
医
薬
書
で
あ
る
。

こ
の
医
薬
害
は
、
こ
の
時
期
を
編
年
的
に
ま
と
め
た
『
日
本
後
紀
」

が
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
安
倍
真
貞
と
安
倍

真
直
、
典
薬
頭
と
衛
門
佐
の
違
い
に
よ
っ
て
偽
書
の
疑
が
か
け
ら
れ
た
。

そ
の
雄
が
佐
藤
方
定
で
あ
る
。
方
定
は
、
天
保
二
年
二
八
三
一
）
に

刊
行
し
た
「
奇
魂
」
の
中
で
、
八
つ
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ま
で

に
見
た
『
大
同
類
聚
方
』
を
偽
書
と
断
定
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
佐
藤
方
定
は
「
大
同
類
聚
方
」
の
延
喜
本
（
寮
本
）
を
、

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
頃
に
発
見
し
て
い
る
。

方
定
は
、
こ
れ
を
真
本
と
認
め
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
か
ら
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
に
か
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

「
大
同
類
聚
方
」
の
問
題
点
ｌ
同
撰
ｌ
に
つ
い
て後

藤
志

朗

(159）657


